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型　番 
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GML-100W 2100 1524 2190 2020 315 6.6 
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スクリーンサイズ 外形寸法
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※仕様およびデザインは、改良のため予告なく変更することがあります。 
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スクリーン取り付け方法 

④ハンドル

⑫支柱ヘッド

⑤ハンドルベース
②ショルダーバー

③トップバー

スクリーンを支柱ヘッドに取り付けするときは、必ずスクリーンの前方からおこなっ 
てください。 

３－１ ハンドル④をきき手で持ち上げ、もう一方の手の親指で支柱ヘッド⑫の後部を押さえ
　　　 ながらハンドルベース⑤を支柱ヘッド⑫の収納部に合わせて差し込みます。

３－２ 差し込み後ハンドル④を下図の様に支柱ヘッド⑫にかかる様に倒してください。

③ スクリーンを支柱ヘッドに取り付けます。 

 

ハンドルベースが支柱ヘッドの収納部にしっかり差し込まれたか、必ず 
ご確認ください。 

④ハンドル

収納部 

②ショルダーバー

③トップバー

後部 ⑫支柱ヘッド
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④ スクリーンを引き出します。 
４－１ スクリーンの裏側より、始めにきき手で中支柱⑩の緑色のロックボタン⑬の下付近を握り、
　　　 もう一方の手で下支柱の緑色のロックボタン⑬を押しながら中支柱⑩を引き上げます。
　
　　　 中支柱⑩が引き上がりましたら次にきき手で上支柱⑪の支柱ヘッド⑫の下付近を握り、も
　　　 う一方の手で中支柱⑩の緑色のロックボタン⑬を押しながら上支柱⑪を引き上げます。

　　   上支柱⑪を一度に引き上げるのは難しいので、上支柱⑪には５箇所高さ調整用(ロック)の
　　　 穴がありますので持ち上げられる高さで一度ロックさせ、再度上支柱⑪の握りを持ち替え
　　　 て緑色のロックボタン⑬を押しながら引き上げてください。

ロックボタンを押すときは、必ずきき手でロックボタンの上の支柱をしっかりと 
握り、一方の手でロックボタンを操作してください。軽く握っていると支柱が急 
激に降下し危険です。 

⑪上支柱⑪上支柱
⑫支柱ヘッド⑫支柱ヘッド

⑬ロックボタン
ロック穴

押す

⑩中支柱⑩中支柱

⑩中支柱⑩中支柱
⑨下支柱⑨下支柱

⑬ロックボタン⑬ロックボタン

⑬ロックボタン

押す

 

スクリーンの高さは上支柱⑪、中支柱Ｂ⑩-2のロック用
の穴を使用して調整します。

高さ及び下黒の長さは下表の通りです。

⑤  スクリーン高さを調整します。

最高位置

穴位置
高さ

１穴位置

３穴位置

２穴位置

(2020)

(1890)

( 420)

( 290)

( 160)

(  30)

( -  )

( -  )

( -  )

(1760)

(1630)

４穴位置

６穴位置

５穴位置

(1465)

(1295)

(1125)

下黒(mm)高さ(mm)

高さ

下黒

２穴

５穴

⑫上支柱

⑪-2
中支柱Ｂ

１穴

６穴

３穴

４穴



スクリーンを引き出した時に支柱の後傾と転倒防止のために、下支柱⑨の底部の支柱アジャスター
⑭で調整します。(支柱アジャスター⑭を床に接するまで時計回りに回転させます。)
支柱アジャスター⑭の調整範囲は、最大で５回転高さ7.5mmまでです。

設置する床面の状態によってはスクリーンが床面に対して直立しないことがあります。この場
合はフット⑮先端のフットアジャスター⑯で調整します。(フットアジャスターは、出荷時に
一番短い位置で調整されています。)

６－１ フット⑮を横から見た時に前側にすき間がある場合は、前側のフットアジャスター⑯を
　　　 時計回りに回転させてフット⑮の前側を高くして調整します。この状態でスクリーンが
　　　 傾斜している場合は,左右のフット⑮の前側のフットアジャスター⑯を同じ回数だけ回
　　　 転させて高くしていき、直立するまで調整します。フットアジャスター⑯の調整範囲は
　　   は最大で５回転(高さ=８ｍｍ)までです。

支柱アジャスターの回転は必ず調整範 
囲でおこなってください。 

注意 

⑥  支柱の直立を調整します。 

⑦  スクリーンの直立を調整します。 

６－２ フット⑮を横から見た時に後側にすき間がある場合は、後側のフットアジャスター⑯を
　　　 時計回りに回転させてフット⑮の後側を高くして調整します。この状態でスクリーンが
　　　 後傾している場合は,左右のフット⑮の後側のフットアジャスター⑯を同じ回数だけ回
　　　 転させて高くしていき、直立するまで調整します。フットアジャスター⑯の調整範囲は
　　   は最大で５回転(高さ=８ｍｍ)までです。

⑭支柱アジャスター

⑮フット

⑯フットアジャスター

⑮フット

⑯フットアジャスター
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①  支柱を下げます。

②  スクリーンを支柱ヘッドからはずします。
スクリーンを支柱ヘッドからはずすときは、必ずスクリーンの前方からおこなっ
てください。

ロックボタンを押すときは、必ずきき手でロックボタンの上の支柱をしっかりと
握り、一方の手でロックボタンを操作してください。軽く握っていると支柱が急
激に降下し危険です。

２－１ スクリーンの前側よりハンドル④を持ちやすくするために、下図の様にまっすぐに立
　　　 てます。

映像を見終わったらスクリーンを収納して保管します。

スクリーンの裏側より、きき手で上支柱⑪の支柱ヘッド⑫の付近を握り、もう一方の手で中
支柱Ｂ⑩-2の緑色のロックボタン⑬を押しながら上支柱⑪をゆっくり引き下げます。

次にきき手で上支柱⑪の支柱ヘッド⑫の付近を握り、もう一方の手で中支柱Ａ⑪-1の緑色の
ロックボタン⑬を押しながら中支柱Ｂ⑩-2をゆっくり引き下げます。

更にきき手で上支柱⑪の支柱ヘッド⑫の付近を握り、もう一方の手で下支柱⑨の緑色のロッ
-クボタン⑬を押しながら中支柱Ａ⑩-1をゆっくり引き下げます。

使い終わったら

④ハンドル

⑫支柱ヘッド⑫支柱ヘッド ⑫支柱ヘッド⑫支柱ヘッド

⑪上支柱⑪上支柱

⑬ロックボタン
押す

⑩-2中支柱Ｂ⑩-2中支柱Ｂ

⑪上支柱⑪上支柱
⑪上支柱⑪上支柱

⑩-1中支柱Ａ⑩-1中支柱Ａ

⑬ロックボタン
⑩-2中支柱Ｂ⑩-2中支柱Ｂ

押す

⑩-2中支柱Ｂ⑩-2中支柱Ｂ

⑨下支柱⑨下支柱

⑩-1下支柱Ａ⑩-1下支柱Ａ

⑬ロックボタン

押す

⑫支柱ヘッド⑫支柱ヘッド

各支柱を引き下げる時は、必ずゆっくりと引き下げてください。



３－１ 下支柱⑨底部の支柱アジャスター⑭を一番短い位置まで回転させ収納します。

３－２ 支柱ヘッド⑫をもってゆっくりと左へ回転させて、支柱ホルダー⑦に押し込みます。

３－３ 支柱が支柱ホルダー⑦に押し込まれた後、ハンドル④を軽く持ち上げてロックが掛かっ
       ているかを確認してください。

ロックがかかっていない場合はハンド
ルベース⑤をカチッと音がするまでハ
ンドルロック⑰に確実に押し込んでく
ださい。

支柱アジャスターを短い位置まで戻
さないで支柱ホルダーに戻すとフロ
アーを傷つける場合がありますので、
必ず支柱アジャスターを一番短い位
置まで回転させて収納してください。

注意

③  支柱を支柱ホルダーに収納します。

⑭支柱アジャスター

注意

⑫支柱ヘッド

⑨下支柱

⑦支柱ホルダー

２－２ きき手でハンドルー④を持ち、もう一方の手の親指で支柱ヘッド⑫の後部を押えながら支柱
　　　 ヘッド⑫の収納部よりハンドル④を持ち上げ、スクリーンをゆっくりと降ろしながらハンド
　　　 ルベース⑤をハンドルロック⑰に合わせて置きます。
　　　 

④ハンドル

⑫支柱ヘッド

②ショルダーバー

③トップバー

⑰ハンドルロック

⑤ハンドルベース
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注 意

スクリーン面は反射性能を特別に強力にするために、スクリーン表面が特殊な構造となってい
ます。傷や汚れがつくと、映写効果を損なう恐れがありますので、次のことに十分注意をして
丁寧にお取り扱いください。

使用上のご注意
●　スクリーン面に手をふれないでくださ
　　い。

●　ケースは絶対にあけないでください。
　　故障のときはお買い上げの販売店にご
　　相談ください。
　　

禁止

　　

●　スクリーン面に文字などを書かないで
　　ください。スクリーン面に書かれたも
　　のは、筆記用具の種類を問わず消すこ
　　とができません。

●　水を湿らせた布やベンジン、シンナー
　　等でスクリーン面をふかないでくださ
　　さい。スクリーンの表面が変質したり
　　塗料がはげたりします。

禁止

禁止

●　ケースの汚れは柔らかい布で軽くふき
　　取ってください。汚れがひどいときは
　　水でうすめた洗剤にひたした布を絞っ
　　てふき取り、乾いた布で仕上げてくだ
　　さい。

●　スクリーン面のほこりをとるときは、
　　柔らかいブラシで軽く払ってください。

　　

　

中
性
洗
剤

お手入れのしかた

　　

●　直射日光の当たる場所、ホコリや湿気の多い場所や熱気具のそばなど、直接熱が当たる
　　場所は変形・故障や事故の原因となります。又、高温の車中への放置もさけてください。

置き場所・保管についてのご注意

禁止

●　スクリーンを無理に引き上げないでく
    ださい。スクリーンが破損する恐れが
    あります。
    

　　

分解禁止

ﾝ
ﾍﾞ

ｼﾞ
ﾝ

ﾅ
ﾝ
ｼ

｜

柔らかいブラシ柔らかいブラシ

スクリーン表面は出荷前に充分乾燥
させていますが,万一接着剤のニオイ
が強い場合は、窓を開け風通しを良
くし、数日乾燥させてください。

ひと口メモ

数日乾燥
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